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Page432(2017.04) 

5. 塚田幸絵, 今泉芳孝, 加藤丈晴, 糸永英弘, 佐藤信也, 澤山 靖, 田口 潤, 波多智子, 新野大介, 大島孝一, 宮崎泰司：S
状結腸がんに合併した肝原発濾胞性リンパ腫 臨床血液(0485-1439)58 巻 6 号 Page697(2017.06) 

6. 植田真由, 佐藤信也, 塚田幸絵, 糸永英弘, 澤山 靖, 田口 潤, 今泉芳孝, 波多智子, 新野大介, 宮崎泰司：下肢レント

ゲン検査によりウェルナー症候群と診断された若年高リスク骨髄異形成症候群 臨床血液(0485-1439)58 巻 6 号 
Page688(2017.06) 

7. 塚田幸絵, 今泉芳孝, 加藤丈晴, 糸永英弘, 佐藤信也, 澤山 靖, 田口 潤, 波多智子, 新野大介, 大島孝一, 宮崎泰司：

Reed-Sternberg 細胞様の大型異型細胞を伴い診断に苦慮した PTCL-NOS 日本リンパ網内系学会会誌(1342-9248)57 巻 
Page106(2017.05) 

8. 濱崎幸恵, 新野大介, 佐藤典子, 今泉利信, 平山三国, 里 翼, 穴見正信, 木下直江, 安倍邦子, 福岡順也：リンパ節捺印

標本を用いた菊池病(組織球性壊死性リンパ節炎)の細胞学的検討 長崎医学会雑誌(0369-3228)92 巻 1 号 Page29-
33(2017.03) 

9. ホロラド・ハスタ, 藤原章雄, 新野大介, 菊川佳敬, 奥野 豊, 松岡雅雄, 竹屋元裕, 菰原義弘：悪性リンパ腫ではコレ

ステロール代謝経路が治療標的になりうる 日本病理学会会誌(0300-9181)106 巻 1 号 Page406-407(2017.03) 

10. 新野大介, 安井春奈, 有働恵美子, 今岡由紀, 出端亜由美, 松尾孝之, 安倍邦子, 福岡順也：原発性中枢神経系リンパ腫

における反応性の血管周囲 T 細胞浸潤物と PD-1 および PD-L1(Reactive perivascular T-cell infiltrate and PD-1, PD-L1 in 
Primary central nervous system lymphoma)(英語) 日本病理学会会誌(0300-9181)106 巻 1 号 Page339(2017.03) 

11. 朝野寛視, 太田賢治, 今村圭文, 西條知見, 山本和子, 宮崎泰可, 迎 寛, 河野 茂, 竹本真之輔, 古賀智裕, 田畑和宏, 
安倍邦子, 新野大介, 福岡順也：メトトレキサート関連リンパ増殖性疾患にサイトメガロウイルス肺炎、ニューモシス

チス肺炎を合併した 1 例 感染症学雑誌(0387-5911)91 巻 3 号 Page469-470(2017.05) 

12. 樋口真帆, 鍬塚 大, 宇谷厚志, 佐藤信也, 宮崎泰司, 新野大介：Diffuse large B cell lymphoma(DLBCL)の再燃時に皮膚

に AL 型アミロイドーシスを発症した 1 例 日本皮膚科学会雑誌(0021-499X)127 巻 2 号 Page219(2017.02) 

13. 藤江祥子, 山口哲治, 小池玄文, 上谷雅孝, 計屋知彰, 志田洋平, 酒井英樹, 田中伴典, 新野大介, 福岡順也：陰嚢内及

び後腹膜に進展する脱分化型脂肪肉腫の 1 例 Japanese Journal of Radiology(1867-1071)35 巻 Suppl. Page89(2017.02) 

14. 村上直子, 北島道夫, 塚本大空, 下村友子, 谷口 憲, 北島百合子, 濱口大輔, 吉田 敦, 三浦清徳, 古里文吾, 増崎英

明：テストステロン、LH、AMH が高値を示し続発性無月経を呈した卵巣腫瘍の 1 例 日本生殖医学会雑誌(1881-
0098)62 巻 4 号 Page418(2017.10) 

15. 古里文吾, 佐藤俊輔, 山川 曜, 壁村慎作：【尿路上皮腫瘍:変わりつつある概念】 尿路上皮腫瘍における molecular 
subtype について 病理と臨床(0287-3745)35 巻 9 号 Page858-862(2017.09) 

16. 佐藤俊輔, 的場苑子, 白井貴浩, 山川 曜, 有働恵美子, 堀 隆, 宮田康好, 酒井英樹, 福岡順也, 古里文吾：アジア人の

前立腺がんにおける PD-L1とPTENの発現量の評価(Assessment of PD-L1 and PTEN expression in Asian prostate cancer)(英
語) 日本病理学会会誌(0300-9181)106 巻 1 号 Page525(2017.03) 

17. 津川貴博, 白井貴浩, 山口優香, 的場苑子, 山川 曜, 佐藤俊輔, 宮田康好, 酒井英樹, 福岡順也, 古里文吾：アジア人の

尿管がんにおける PD-L1 の発現量の評価(Assessment of PD-L1 expression in Asian urothelial neoplasms)(英語) 日本病理

学会会誌(0300-9181)106 巻 1 号 Page524(2017.03) 

18. 山川 曜, 山口優香, 吉田あゆ, 佐藤俊輔, 今岡由紀, 堀 隆, 宮田康好, 酒井英樹, 福岡順也, 古里文吾：アジア人の腎

細胞がんにおける PD-L1 の発現量の評価(Assessment of PD-L1 expression in Asian renal cell carcinoma)(英語) 日本病理

学会会誌(0300-9181)106 巻 1 号 Page524(2017.03) 

19. 今岡由紀, 有働恵美子, 古里文吾, 坂井和子, 田中伴典, 土谷智史, 山崎直哉, 永安 武, 西尾和人, 福岡順也：肺大細胞

がんの NGS(NGS analysis of pulmonary large cell carcinoma)(英語 ) 日本病理学会会誌 (0300-9181)106 巻 1 号 
Page410(2017.03) 

20. 有働恵美子, 古里文吾, 坂井和子, 今岡由紀, 田中伴典, 土谷智史, 山崎直哉, 永安 武, 西尾和人, 福岡順也：肺の繊毛

性粘液結節性乳頭状腫瘍を推進する変異の発見(Discovering the driver mutations in ciliated muconodular papillary tumors of 
the Lung)(英語) 日本病理学会会誌(0300-9181)106 巻 1 号 Page410(2017.03) 

21. 有働恵美子, 古里文吾, 立花由梨, 橋迫美貴子, 今岡由紀, 北村由香, 土谷智史, 山崎直哉, 永安 武, 福岡順也：肺線毛

性粘液結節性乳頭状腫瘍における免疫染色プロファイル(Immune profile of ciliated muconodular papillary tumors of the 
lung)(英語) 日本病理学会会誌(0300-9181)106 巻 1 号 Page374(2017.03) 



 

 6 

22. 町 肇, 石橋麻奈美, 石川香織, 小形 勉, 木下史子, 森内浩幸, 森 くるみ, 山根裕介, 唐田博貴, 木下直江, 福岡順也：

新生児呼吸障害をきたした神経膠分離腫の 1 症例日本小児科学会雑誌(0001-6543)121 巻 4 号 Page776(2017.04) 

23. 早田正和, 二反田隆夫, 里 翼, 濱崎幸恵, 有働恵美子, 今泉利信, 平山三国, 佐藤典子:液状化検体細胞診システム

「Cellprep」を用いた FISH 法の検討 日本医学検査学会抄録集 66 回 Page544(2017.06 

24. 二反田隆夫, 早田正和, 佐藤典子, 平山三国, 今泉利信, 里 翼, 有働恵美子, 今岡由紀:新しいタイプの組織アレイ 

High-density Pile-up Array について 日本医学検査学会抄録集 66 回 Page256(2017.06) 

25. 平山三国, 佐藤典子, 今泉利信, 里 翼, 濱崎幸恵, 田中 圭, 芝原一樹, 穴見正信, 安倍邦子, 福岡順也: カテーテル血

管アプローチ法による吸引細胞診の適応となった 2 症例  日本臨床細胞学会雑誌 (0387-1193)56 巻 Suppl.1 
Page409(2017.04) 

26. 早田正和, 二反田隆夫, 里 翼, 濱崎幸恵, 有働恵美子, 今泉利信, 平山三国, 佐藤典子: 液状化検体細胞診システム

「Cellprep」を用いた FISH 法の検討 日本医学検査学会抄録集 66 回 Page544(2017.06) 

27. 福岡順也, 今岡由紀：肺癌における病理診断のアップデート 肺癌(0386-9628)57 巻 2 号 Page154(2017.04) 

28. 西牟田雅人, 角田順久, 日高重和, 竹下浩明, 國崎真己, 若田幸樹, 富永哲郎, 永安 武, 木下直江, 福岡順也, 増田淳

一 Granulocyte-colony stimulating factor 産生胆嚢腺扁平上皮癌の 1 例 日本消化器外科学会雑誌(0386-9768)50 巻 9 号 
Page697-705 2017.09 

29. 二口 充: 【前立腺癌における骨のマネージメント】 前立腺癌の骨転移のメカニズム 治療抵抗性との関連泌尿器外

科(0914-6180)30 巻 10 号 Page1483-1488(2017.10) 

B-b 
1. 赤澤祐子：【Helicobacter Year Book 2016～2017-Helicobacter 研究の進展を知る-】 Helicobacter 研究の最新レビュー 

Helicobacter pylori と胃悪性疾患とのかかわりはここまで明らかになった Helicobacter Research(1342-4319)21 巻 5 号 
Page463-470(2017.10) 

2. 赤澤祐子，宮明寿光, 竹島史直, 中尾一彦：新薬展望 2017】(第 III 部)治療における最近の新薬の位置付け<薬効別> 新

薬の広場 消化器疾患治療薬医薬ジャーナル(0287-4741)53 巻増刊 Page453-457(2017.01) 

3. 南 ひとみ, 荻原久美, 田渕真惟子, 卜部繁俊, 赤澤祐子, 山口直之, 大仁田 賢, 竹島史直, 中尾一彦, 井上晴洋これで

わかる!食道胃接合部疾患 接合部機能性疾患 接合部機能の内視鏡診断と評価法消化器内視鏡(0915-3217)29 巻 9 号 
Page1704-1710(2017.09) 

4. 田中伴典, 福岡順也 【間質性肺炎の MDD(multi-disciplinary discussion)】 病理医からみた間質性肺炎の MDD 診断(解
説/特集) 医学のあゆみ (0039-2359)260 巻 8 号 Page653-656(2017.02) 

5. 福岡順也 間質性肺疾患における病理診断のポイント 日本呼吸器学会誌 Vol.6(増刊) p.79 2017 

B-c 
1. 新野大介, 市川理子, 大島孝一：【リンパ節の非腫瘍性疾患の病理】 話題の疾患 他の医原性免疫不全に伴うリンパ増

殖性疾患 病理と臨床(0287-3745)35 巻 6 号 Page549-553(2017.06) 

2. 福岡順也 間質性肺疾患における病理診断のポイント 日本呼吸器学会誌 Vol.6(増刊) p.79 2017 

3. 加島志郎, 福岡順也【若手医師のための呼吸器診療スキルアップ-苦手意識を克服しよう】診断 病理検査(解説/特集) 
呼吸器ジャーナル (2432-3268)65 巻 2 号 Page252-264 2017.05 

4. 二口 充 新臨床腫瘍学（改訂第 5 版）1-8 浸潤と転移 (2017) 

5. 二口充 ロビンス基礎病理学 第 10 版 日本語翻訳 Chapter 8 Environmental and nutritional diseases 

6. 唐田博貴，北村由香，福岡順也 間質性肺炎合併肺癌に関するステートメント第 1 章-2 肺癌の病理分類 

B-d 
1. 福岡順也 生涯教育シリーズ 病理診断に押し寄せる大きな時代の流れと「ビッグラボ構想」 長崎市医師会報 

2017 年 9 月号 vol.51 No.9（第 607 号） 2017.9 

B-e 
1. 山川 曜, 山口優香, 吉田あゆ, 佐藤俊介, 今岡由紀, 堀 隆, 宮田康好, 酒井英樹, 福岡順也, 古里文吾：アジア人の腎

細胞がんにおける PD-L1 の発現量の評価(Assessment of PD-L1 expression in Asian renal cell carcinoma) 日本病理学会会

誌(0300-9181)106 巻 1 号 Page524(2017.03) 

2. 今岡由紀, 有働恵美子, 古里文吾, 坂井和子, 田中伴典, 土谷智史, 山崎直哉, 永安 武, 西尾和人, 福岡順也：肺大細胞

がんの NGS(NGS analysis of pulmonary large cell carcinoma)日本病理学会会誌(0300-9181)106 巻 1 号 Page410(2017.03) 
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3. 有働恵美子, 古里文吾, 坂井和子, 今岡由紀, 田中伴典, 土谷智史, 山崎直哉, 永安 武, 西尾和人, 福岡順也：肺の繊毛

性粘液結節性乳頭状腫瘍を推進する変異の発見(Discovering the driver mutations in ciliated muconodular papillary tumors of 
the Lung)日本病理学会会誌(0300-9181)106 巻 1 号 Page410(2017.03) 

4. 有働恵美子, 古里文吾, 立花由梨, 橋迫美貴子, 今岡由紀, 北村由香, 土谷智史, 山崎直哉, 永安 武, 福岡順也：肺線毛

性粘液結節性乳頭状腫瘍における免疫染色プロファイル(Immune profile of ciliated muconodular papillary tumors of the 
lung) 日本病理学会会誌(0300-9181)106 巻 1 号 Page374(2017.03) 

5. 新野大介, 安井春奈, 有働恵美子, 今岡由紀, 出端亜由美, 松尾孝之, 安倍邦子, 福岡順也：原発性中枢神経系リンパ腫

における反応性の血管周囲 T 細胞浸潤物と PD-1 および PD-L1(Reactive perivascular T-cell infiltrate and PD-1, PD-L1 in 
Primary central nervous system lymphoma)日本病理学会会誌(0300-9181)106 巻 1 号 Page339(2017.03) 

6. 芦塚翔子, 岩尾敦彦, 矢野浩規, 田中克己, 橋迫美貴子: 耳下腺に発生した基底細胞腺腫の一例 日本形成外科学会会

誌(0389-4703)37 巻 11 号 Page671(2017.11) 

7. 山崎直哉, 土谷智史, 松本桂太郎, 宮崎拓郎, 蒲原涼太郎, 畑地 豪, 橋迫美貴子, 永安 武: 肺癌術後気管支断端瘻・気

管支瘻に対する外科治療 日本呼吸器外科学会雑誌(0919-0945)31 巻 3 号 Page O11-7(2017.04) 

8. 白石斗士雄, 山崎直哉, 畑地 豪, 蒲原涼太郎, 宮崎拓郎, 松本桂太郎, 土谷智史, 永安 武, 橋迫美貴子: HIV 感染合併

例に対する肺切除の 3 例 肺癌(0386-9628)57 巻 2 号 Page152(2017.04) 

9. 濱本琢朗, 畑地 豪, 小畑智裕, 北村由香, 蒲原涼太郎, 宮崎拓郎, 松本桂太郎, 土谷智史, 山崎直哉, 永安 武, 橋迫美

貴子: Ciliated muconodular papillary tumor の 1 切除例 肺癌(0386-9628)57 巻 2 号 Page147-148(2017.04) 

10. 松尾光敏, 朝長哲生, 水谷明正, 福井 洋, 麻生暢哉, 橋迫美貴子: 診断に苦慮した腸管型 T 細胞悪性リンパ腫の 1 例 
日本腹部救急医学会雑誌(1340-2242)37 巻 2 号 Page349(2017.02) 

11. 森 美央, 井手口怜子, 森川 実, 石丸英樹, 上谷雅孝, 角田圭司, 松尾孝之, 橋迫美貴子, 福岡順也: 先天性皮膚洞に合

併した脊柱管内膿瘍の 2 例 Japanese Journal of Radiology(1867-1071)35 巻 Suppl. Page87(2017.02) 

12. 橋本慎太郎, 山崎直哉, 土肥良一郎, 畑地 豪, 蒲原涼太郎, 宮崎拓郎, 松本桂太郎, 土谷智史, 橋迫美貴子, 田畑和宏, 
永安 武: 肺部分切除後ステープラー周囲肉芽腫 胸部外科(0021-5252)70 巻 3 号 Page187-190(2017.03) 

13. 浅田理美, 穴見正信, 荻原幸宏, 久原貴志, 相良春希, 黒島直樹, 東 尚, 松尾繁年, 安倍邦子, 蒲原行雄, 林 徳真吉：

右腋窩異所性乳癌の 1 例 日本臨床細胞学会雑誌(0387-1193)56 巻 Suppl.2 Page734(2017.10) 

14. 森 美央, 林 秀行, 中村太祐, 福田 実, 安倍邦子, 福岡順也, 山崎直哉, 永安 武, 上谷雅孝, 芦澤和人：嚢胞壁に腺癌

を合併した後縦隔胃腸管嚢胞の一例 日本医学放射線学会秋季臨床大会抄録集(0048-0428)53 回 Page S524(2017.08) 

15. 前川恭一郎, 久芳さやか, 崎村千香, 山之内孝彰, 大坪竜太, 松本 恵, 矢野 洋, 瀬川景子, 安倍邦子, 藤田文彦, 金高

賢悟, 高槻光寿, 林田直美, 永安 武, 江口 晋：乳房温存療法における組織学的断端陽性の危険因子の検討 日本外科

学会定期学術集会抄録集 117 回 Page SF-22-2(2017.04) 

16. 中嶋有美子, 白川利彦, 森内浩幸, 田畑和宏, 安倍邦子, 福岡順也, 原 重雄：中條西村症候群を疑われる女児に腎症状

を認めた 1 例 日本小児腎臓病学会雑誌(0915-2245)30 巻 1Suppl. Page161(2017.05) 

17. 吉岡佐千佳, 大西 愛, 橋本邦生, 北山 素, 本多 舞, 原 肇秀, 林 健太郎, 安倍邦子, 森内浩幸：3 年間持続する結節性

紅斑を契機に診断に至った Crohn 病の 13 歳男児例 日本小児リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 27 回 
Page130(2017.10) 

18. 上野未貴, 野中俊章, 長岡篤志, 吉村俊祐, 白石裕一, 安倍邦子, 田中惠子, 辻野 彰：腫大した脳梁病変と大脳脚病変

を認め MOG 抗体陽性であった視神経脊髄炎関連疾患の一例 臨床神経学(0009-918X)57 巻 8 号 Page465(2017.08) 

19. 安倍優樹, 山本琢磨, 村上友則, 村瀬壮彦, 梅原敬弘, 安倍邦子, 福岡順也, 上谷雅孝, 池松和哉：剖検前に死後 CT に

て指摘困難であった小脳橋角部腫瘍の一症例 日本法医学雑誌(0047-1887)71 巻 1 号 Page72(2017.05) 

20. 梅山泰裕, 菅崎七枝, 深堀 範, 木下明敏, 林 徳真吉, 安倍邦子, 迎 寛：EML4-ALK 融合遺伝子陽性の肺神経内分泌腫

瘍の一例 日本呼吸器学会誌(2186-5876)6 巻増刊 Page190(2017.03) 

21. 定方英作, 吉田光一, 梅野哲也, 氏福健太, 鎌田健作, 安倍邦子, 森川 実, 岡田雅彦, 松尾孝之：ダウン症に合併した

germinoma の 1 例小児の脳神経(0387-8023)42 巻 2 号 Page165(2017.04) 

22. 吉野健太郎, 矢野浩規, 田中克己, 田畑和宏, 安倍邦子：左眼窩類上皮細胞肉芽腫の一例 日本形成外科学会会誌

(0389-4703)37 巻 1 号 Page39(2017.01) 

23. 下岡友子, 小山芳徳, 渡邊光男, 熊田香織, 松本信雄, 末永孝生, 乳井美樹, 星 和栄, 福岡順也 Primary effusion 
lymphoma-like lymphoma(PEL-LL)4 例の検討 日本臨床細胞学会雑誌(0387-1193)56 巻 Suppl.2 Page877 2017.10 

24. 佐藤俊輔, 的場苑子, 白井貴浩, 山川 曜, 有働恵美子, 堀 隆, 宮田康好, 酒井英樹, 福岡順也, 古里文吾 アジア人の
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前立腺がんにおける PD-L1 と PTEN の発現量の評価(Assessment of PD-L1 and PTEN expression in Asian prostate cancer)  
日本病理学会会誌(0300-9181)106 巻 1 号 Page525 2017.03 

25. 原川さゆみ, 太田祐樹, 黒部由佳, 牟田久美子, 北村峰昭, 山下 裕, 小畑陽子, 宮崎泰司, 福岡順也, 久野 敏, 西野友

哉 造血幹細胞移植後にネフローゼ症候群を呈し、多彩な腎病理所見を認めた一例 日本腎臓学会誌(0385-2385)59 巻

6 号 Page717 2017.09 

26. 大久保仁嗣, 谷口博之, 近藤康博, 上甲 剛, 荒川浩明, 古川大記, 八木光昭, 福岡順也, 新実彰男 特発性肺線維症に

おける CT 画像から算出された正常肺体積%と予後との検討 日本呼吸器学会誌(2186-5876)6 巻増刊  Page180 
2017.03 

27. 島本 綾, 芦澤和人, 林 秀行, 永安 武, 迎 寛, 福岡順也, 福田 実, 藪内英剛 胸腺カルチノイドの CT、MRI 所見の

検討 肺癌(0386-9628)57 巻 5 号 Page557 2017.09 

28. 山川 曜, 山口優香, 吉田あゆ, 佐藤俊介, 今岡由紀, 堀 隆, 宮田康好, 酒井英樹, 福岡順也, 古里文吾 アジア人の腎

細胞がんにおける PD-L1 の発現量の評価(Assessment of PD-L1 expression in Asian renal cell carcinoma)  日本病理学会

会誌(0300-9181)106 巻 1 号 Page524 2017.03 

29. 平山三国, 佐藤典子, 今泉利信, 里 翼, 濱崎幸恵, 田中 圭, 芝原一樹, 穴見正信, 安倍邦子, 福岡順也 カテーテル血

管アプローチ法による吸引細胞診の適応となった 2 症例 日本臨床細胞学会雑誌(0387-1193)56 巻 Suppl.1 Page409 
2017.04 

30. 有働恵美子, 古里文吾, 坂井和子, 今岡由紀, 田中伴典, 土谷智史, 山崎直哉, 永安 武, 西尾和人, 福岡順也 肺の繊

毛性粘液結節性乳頭状腫瘍を推進する変異の発見(Discovering the driver mutations in ciliated muconodular papillary tumors 
of the Lung)  日本病理学会会誌(0300-9181)106 巻 1 号 Page410 2017.03 

31. 森 くるみ, 飛永修一, 角田順久, 福岡順也, 永安 武 胆嚢癌の診断に苦慮した胆嚢総肝管瘻を伴う Mirizzi 症候群の

1 例 胆道(0914-0077)31 巻 3 号 Page553 2017.08 

32. 津川貴博 , 白井貴浩 , 山口優香 , 的場苑子 , 山川  曜 , 佐藤俊輔 , 宮田康好 , 酒井英樹 , 福岡  順也 , 古里  文吾 
Assessment of PD-L1 expression in Asian urothelial neoplasms 日本病理学会会誌. 2017;106(1):524. 2017.04 

33. 濱崎幸恵，Ruben Groen，平山三国，今泉利信，田中 圭，芝原一樹，シン友喜，二反田隆夫，安倍邦子，新野大介，

福岡順也  長崎大学病院でのバーチャルスライドを用いた診断の取り組み . 日本臨床細胞学会雑誌 . 
2017;56(Suppl.2):672 2017.11 

34. 濱﨑幸恵 , 新野大介 , 佐藤典子 , 今泉利信 , 平山三国 , 里 翼 , 穴見正信 , 木下直江 , 安倍邦子 , 福岡順也 リ

ンパ節捺印標本を用いた菊池病(組織球性壊死性リンパ節炎)の細胞学的検討 長崎医学会雑誌 92(1), 29-33, 2017-03 

35. 町野隆介, 松本桂太郎, 谷口大輔, 武岡陽介, 田浦康明, 土肥良一郎, 畑地豪, 宮崎拓郎, 土谷智史, 今岡由紀, Ruben 
Groen, 山崎直哉, 福岡順也, 中山功一, 永安武 Bio-3D Printer Regenova を用いた自己細胞由来人工気管の作成. 日本

気管食道科学会会報. 2017;68(2):s7. 

36. 石橋信弘, 太田祐樹, 梅根隆介, 黒部由佳, 牟田久美子, 北村峰昭, 山下 裕, 浦松 正, 小畑陽子, 望月保志, 福岡順也, 
西野友哉 腎機能障害を契機に診断に至った全身性強皮症の一例. 日本腎臓学会誌. 2017;59(6):736. 

37. 福岡順也 呼吸器病理におけるアップデート(知っておくべき 3 つの事項) 新技術の紹介 クライオ生検 日本病理

学会会誌. 2017;106(1):581. 

38. 福岡順也. 間質性肺疾患における病理診断のポイント. 日本呼吸器学会誌. 2017;6(増刊):79. 

39. 福岡順也, フルン・ルーベン, 田畑和宏 進化する病理診断 個別化医療への病理診断 デジタルパソロジーによる病

理診断と育成 日本病理学会会誌 (0300-9181)106 巻 1 号 Page188 2017.03 

40. 福岡順也, 今岡由紀. 肺癌における病理診断のアップデート. 肺癌. 2017;57(2):154 

41. 福岡順也, 今岡由紀. 肺癌における病理診断のアップデート. 気管支学. 2017;39(3):279. 

42. 糸瀬 賢, 坂本良輔, 鳥越未来, 岡 哲, 北村峰昭, 山下 裕, 小畑陽子, 三浦清徳, 久野 敏, 福岡順也, 増崎英明, 西野

友哉 子宮体癌に併発した治療抵抗性ネフローゼ症候群の一例 日本腎臓学会誌 (0385-2385)59 巻 6 号 Page718 
2017.09 

43. 荻原久美, 南 ひとみ, 北山 素, 橋口慶一, 松島加代子, 赤澤祐子, 山口直之, 大仁田 賢, 竹島史直, 中尾一彦, 福岡

順也 深達度 M3(MM)食道表在癌における内視鏡所見とリンパ節再発リスク因子の検討 Gastroenterological 
Endoscopy (0387-1207)59 巻 Suppl.1 Page953 2017.04 

44. 角田敏一, 小山芳徳, 佐藤奈緒美, 伊菅大貴, 五十嵐一紀, 乳井美樹, 星 和栄, 福岡順也 術前の細胞診断が有用であ

った甲状腺髄様癌の 1 例 日本臨床細胞学会雑誌 (0387-1193)56 巻 Suppl.2 Page773 2017.10 
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45. 黒田揮志夫, 桑木賢次, 吉澤佐恵子, 宇都健太, 林 大久生, 福岡順也, 西川俊郎, 天野 篤, 八尾隆史 人工生体弁置

換に置ける拒絶反応の検討(Xenoimmune response can elicit early postoperative bioprothetic valve degeneration)  日本病理

学会会誌 (0300-9181)106 巻 1 号 Page473 2017.03 

46. 松本晴年, 安藤さえこ, 深町勝巳, 二口 充, 酒々井眞澄: 沖縄県自生植物芭蕉(バショウ、Musa basjoo)葉抽出物のヒト

大腸がん細胞に対する細胞毒性 The Journal of Toxicological Sciences(0388-1350)42 巻 Suppl. Page S246(2017.06) 

47. 安藤さえこ, 松本晴年, 深町勝巳, 二口充, 酒々井眞澄: パルミトイルピペリジノピペリジンの毒性影響および抗がん

効果発現機序 The Journal of Toxicological Sciences(0388-1350)42 巻 Suppl. Page S222(2017.06) 

48. 津田洋幸, 徐 結苟, Alexander William T., Alexander David B., Abdelgied Mohamed Ahmed Mahmoud, El-Gazzar Ahmed 
Maher Mahmoud, 沼野琢旬, 酒々井眞澄, 二口 充, 深町勝巳, 広瀬明彦, 菅野 純: カーボンナノチューブの「剛性」と

発がん性 アスベストとの比較 気管内噴霧投与法による各種の MWCNT の毒性と発がん性試験結果の比較 The 
Journal of Toxicological Sciences(0388-1350)42 巻 Suppl. Page S26(2017.06) 

49. 中山 淳, 松井貴香, 藤元次郎, 二口 充, 伊藤恵美, 渡辺慎哉, 仙波憲太郎: Multi-organ metastasis 誘導遺伝子 HNF1B の

同定と機能解析(英語) 日本癌学会総会記事(0546-0476)76 回 Page J-3104(2017.09) 

50. 松本晴年, 安藤さえこ, 深町勝巳, 二口 充, 酒々井眞澄: 植物芭蕉(Musa basjoo)葉抽出物のヒト大腸がん細胞増殖抑制

効果(英語) 日本癌学会総会記事(0546-0476)76 回 Page P-2404(2017.09) 

51. 安藤さえこ, 松本晴年, 深町勝巳, 二口 充, 酒々井眞澄: 新規抗がん物質パルミトイルピペリジノピペリジンの抗が

ん活性(英語) 日本癌学会総会記事(0546-0476)76 回 Page P-1417(2017.09) 

52. 赤塚慎也, 李 光華, 作見邦彦, 中別府雄作, 二口 充, 鈴木 拓, 豊國伸哉: MUTYH 欠損マウスにおける鉄ニトリロ三

酢酸誘発腎発がん(英語) 日本癌学会総会記事(0546-0476)76 回 Page P-1004(2017.09) 

53. 市川朝永, 田村知丈, 中畑新吾, 二口 充, 森下和広: 新規がん抑制遺伝子NDRG2によるがん進展および転移の分子機

構の解明(英語) 日本癌学会総会記事(0546-0476)76 回 Page YIA-2(2017.09) 

54. 橋本恭子, 砂村聡子, 越智広樹, 大川 淳, 二口 充, 竹田 秀, 佐藤信吾: 悪性骨・軟部腫瘍転移制御への道 がん細胞由

来分泌型マイクロ RNA が造骨型骨転移を惹起する日本整形外科学会雑誌(0021-5325)91 巻 8 号 Page S1707(2017.08) 

55. 田村知丈, 市川朝永, 近藤雄大, 二口 充, 森下和広, 山下善弘: NDRG2 発現の喪失は口腔扁平上皮癌の発癌と増強さ

れた転移能を付与する頭頸部癌(1349-5747)43 巻 2 号 Page184(2017.05) 

56. 二口 充: 環境発がん 環境がおよぼす細胞・組織・臓器・個体レベルでの病理学的変化 食品に含まれる発がん物質

の複合投与による促進作用 日本病理学会会誌(0300-9181)106 巻 1 号 Page200(2017.03) 

57. 安藤さえこ, 松本晴年, 深町勝巳, 二口 充, 酒々井眞澄: パルミトイルピペリジノピペリジンの抗がん効果発現機序

の解析(英語) 日本薬学会年会要旨集(0918-9823)137 年会 2 号 Page227(2017.03) 

58. 佐藤信吾, 橋本恭子, 砂村聡子, 越智広樹, 小柳広高, 二口 充, 大川 淳: がん細胞が分泌するマイクロ RNA が骨転移

のタイプを規定する 造骨型骨転移を惹起する分泌型マイクロ RNA の同定日本整形外科学会雑誌(0021-5325)91 巻 6
号 Page S1388(2017.06) 

59. 福岡順也, フルン ルーベン, 田畑和宏 デジタルパソロジーによる病理診断と育成 日本病理学会会誌 第 106 巻 第

1 号 第 106 回日本病理学会総会抄録 p-188 2017.4.27～29 

60. 福岡順也 間質性肺疾患における病理診断のポイント 第 57 回日本呼吸器学会学術講演会抄録 p-79 2017.4.21 

61. 福岡順也 病理医が望む気管支鏡検査からの検体 第 40 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会・第 29 回気管支鏡セミナ

ー抄録 p-11 2017.6.8 
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研究業績集計表 教室等名：321 臨床病理学・病理部

論文数一覧

A-a A-b A-c A-d A-e 合計 SCI B-a B-b B-c B-d B-e 合計 総計

2017 42 0 1 0 28 71 36 29 5 6 1 61 102 173

学会発表数一覧

A-a 合計 B-a 合計 総計

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会

2017 7 1 22 30 10 4 62 76 106

論文総数に係る教員生産係数一覧

2017

Impact factor 値一覧

2017 147.484 21.069 4.097

教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factorImpact factor

0.41 10.143 0.507 5.143

教員生産係数

（SCI掲載論文）

 欧文論文総数

論文総数

教員生産係数

（欧文論文）

 SCI掲載論文数

欧文論文総数

A-b B-b


